経済上より支那近代思想変動の原因を解釈す by 李大 釗 & 長畑 桂蔵
商
業
主
経
済
ニムハ
な
の
で
あ
る
。
2
凌
遠
方
向
の
他
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
、
門
戸
開
放
園
家
或
は
其
の
一
地
域
が
文
明
の
進
歩
し
た
が
結
局
に
最
早
政
治
的
に
他
の
干
渉
を
受
く
る
こ
さ
な
く
従
っ
て
そ
の
図
家
又
は
地
域
の
商
業
政
策
に
付
い
て
、
外
岡
又
は
母
図
の
容
啄
を
品
加
が
る
、
に
至
る
こ
さ
で
あ
る
J
現
今
の
日
本
、
濁
立
後
の
刈
川
刈
州
諸
圏
、
波
及
の
如
き
こ
の
所
謂
第
二
種
の
後
遣
を
な
し
た
る
も
の
〉
質
例
で
ゐ
る
。
追
記
本
稿
「
商
業
政
策
上
に
於
け
る
門
戸
開
放
地
域
」
は
余
が
先
に
閤
民
経
済
雑
誌
第
二
十
九
怨
第
五
競
争
』
籍
り
た
り
し
「
大
経
済
地
域
及
小
経
済
地
域
」
さ
合
し
て
「
世
界
経
済
の
主
陸
論
」
を
形
成
す
る
も
の
で
木山
U
4
Q
O経
済
上
ふ
り
支
那
近
代
思
想
愛
動
の
原
因
を
解
揮
す
北
京
大
拳
国
書
館
長
長李
大
寂 剣
誇逃
次回
桂
本
需
は
析
青
島
・
・
第
七
巻
第
二
披
に
掲
載
、
ぜ
ら
れ
六
ろ
も
の
一
い
し
て
其
の
観
察
腐
ろ
警
設
な
る
も
の
わ
け
我
邦
議
者
の
妻
考
に
資
寸
可
き
も
の
少
な
か
ら
ず
さ
信
ず
、
然
れ
ど
も
文
中
往
々
激
越
に
過
ぐ
ろ
の
章
句
あ
ろ
在
以
て
其
の
甚
し
き
も
の
は
之
島
省
略
し
一
筋
の
大
意
志
邦
語
し
本
誌
に
鴇
載
す
る
事
さ
ゼ
リ
。
ハ
持
者
誌
〉
或
時
代
に
於
て
経
済
上
に
若
し
何
等
か
の
獲
動
を
後
生
す
る
時
は
思
想
上
じ
も
亦
必
十
何
等
か
の
部
俊
勤
を
後
生
す
る
も
φ
な
b
o
換
言
す
れ
ば
経
済
的
鐙
勤
は
思
想
縫
勤
の
重
要
な
る
原
因
な
b
て
一
一
一
一
口
ふ
を
待
ぺ
し
。
今
夜
に
支
那
近
代
思
想
的
波
勤
の
原
因
を
経
済
上
よ
り
解
盟
併
せ
ん
ぜ
す
。
抑
人
類
生
活
の
慕
は
貫
じ
欧
羅
巴
さ
亜
細
亜
さ
な
以
て
演
奏
の
舞
蚤
ご
し
て
開
か
れ
た
り
。
欧
亜
の
中
央
に
一
憂
地
あ
り
て
之
を
叶
与
F
F
E
さ
呼
ペ
ヶ
、
比
の
墓
地
の
山
脈
は
南
北
じ
縦
貫
せ
や
東
西
に
横
豆
せ
h
J
、
東
西
に
様
豆
せ
る
山
脈
の
結
局
め
に
南
北
の
交
通
は
自
ら
阻
隔
さ
れ
、
人
類
姐
先
の
分
布
移
動
も
亦
南
叫
返
さ
北
道
さ
の
雨
進
路
に
区
分
さ
れ
、
其
の
文
明
も
南
道
文
明
乃
も
東
洋
文
明
さ
北
道
文
明
乃
も
西
洋
文
明
さ
の
南
大
系
統
に
別
た
る
に
至
れ
b
、
支
那
本
部
、
日
本
、
馬
家
竿
島
、
ピ
Y
マ
、
印
皮
、
ア
ア
ガ
ニ
只
タ
y
、
ぺ
Y
ジ
ス
タ
γ
、
波
斯
、
土
爾
古
、
及
び
挨
及
等
は
南
道
文
明
の
要
路
に
蛍
り
、
家
古
、
満
洲
、
西
伯
利
豆
、
露
西
亜
、
務
逸
、
和
蘭
、
白
耳
義
、
丁
抹
、
ユ
カ
Y
ジ
ナ
ピ
ャ
、
英
吉
利
、
偽
関
西
、
西
班
牙
、
菊
萄
牙
、
伊
太
利
、
填
太
利
、
及
び
巴
爾
幹
竿
島
等
は
北
道
文
明
の
要
路
に
蛍
れ
り
。
南
道
文
明
の
民
族
は
太
陽
の
恩
恵
を
亭
く
る
こ
ご
頗
る
厚
く
自
然
物
の
供
給
豊
富
な
れ
ば
農
業
を
以
て
本
位
・
さ
な
し
常
に
定
住
的
な
る
に
反
し
、
北
道
文
明
の
民
族
は
太
陽
の
恩
恵
薄
く
自
然
物
の
供
給
に
乏
し
け
れ
ば
商
工
業
を
以
て
本
位
さ
な
し
常
に
移
住
的
な
り
、
農
業
本
位
の
民
族
は
定
住
的
な
れ
ば
家
族
繁
く
大
家
族
制
に
し
て
家
族
主
義
を
成
す
も
商
工
業
本
位
の
民
族
は
各
地
に
轄
徒
す
れ
ば
家
族
も
簡
単
に
し
て
小
家
族
制
の
個
人
主
義
を
成
す
を
見
る
、
又
前
者
は
同
族
楽
居
す
れ
ば
婦
女
過
多
の
傾
向
あ
り
て
男
子
を
得
意
し
女
子
を
軽
視
し
一
夫
多
妻
の
習
俗
を
成
し
、
後
者
は
聴
従
・
定
め
な
け
れ
ば
婦
女
侠
乏
の
愛
ゐ
b
て
婦
女
を
偉
び
一
夫
一
妻
の
習
慣
を
成
せ
り
、
又
前
者
は
自
然
物
の
供
給
些
銭
な
れ
ば
能
く
白
然
さ
調
和
し
同
類
ご
調
和
す
る
に
反
し
後
者
は
自
経
済
上
よ
り
支
那
近
代
思
想
的
世
勤
の
原
因
L
M轄
す
三
二
七
商
業
、
さ
経
滑
三
二
八
然
物
の
供
給
に
乏
し
け
れ
ば
自
然
さ
競
争
し
同
類
さ
競
争
す
る
の
現
象
あ
り
、
之
を
要
す
る
に
東
洋
文
明
乃
t
南
道
文
明
は
静
的
文
明
に
し
て
西
洋
文
明
乃
ち
北
道
文
明
は
動
的
文
明
な
り
ご
号
一
口
ふ
を
得
ぺ
し
。
支
那
は
農
業
を
以
て
立
図
の
本
位
三
怨
し
東
洋
に
於
け
る
農
業
本
位
の
諸
園
中
に
在
り
て
最
も
重
要
な
る
位
置
を
占
め
た
る
に
よ
り
大
家
族
制
も
支
那
に
於
て
特
に
後
達
せ
り
、
由
来
家
族
図
怯
は
一
面
に
血
統
的
結
合
な
る
さ
共
に
こ
聞
に
又
経
済
的
結
合
な
れ
ば
往
昔
の
原
人
赴
舎
に
在
り
で
は
経
済
上
の
男
女
分
業
互
助
の
要
求
は
寧
ろ
性
慾
の
要
求
じ
比
し
て
更
に
強
大
な
り
し
も
の
あ
h
、
左
れ
ば
家
族
図
健
の
中
に
合
ま
る
、
経
済
的
結
合
の
性
質
は
恐
ら
〈
血
統
的
結
合
の
性
質
よ
b
も
一
層
多
か
り
し
ゃ
疑
な
し
。
支
那
の
大
家
族
制
度
な
る
所
以
は
一
つ
に
支
那
が
農
業
経
済
組
織
な
る
が
絡
め
に
し
て
、
仏
仰
の
農
業
経
済
組
織
が
支
那
二
千
有
徐
年
の
赴
曾
的
基
礎
を
構
造
し
一
切
の
政
治
、
法
律
、
倫
理
、
道
徳
、
準
術
、
思
想
、
風
俗
及
び
脅
憤
等
は
皆
此
の
大
家
族
制
の
上
に
築
き
建
て
ら
れ
た
る
支
那
の
表
層
構
造
な
b
。
看
よ
二
手
徐
年
来
支
那
人
の
精
神
を
支
配
し
た
る
孔
子
倫
理
の
綱
常
、
名
数
、
道
徳
、
漣
義
、
一
っ
さ
し
て
卑
下
管
長
の
殺
な
ら
ざ
る
な
く
、
又
一
っ
さ
し
て
被
治
者
の
個
性
を
犠
牲
ざ
し
て
治
者
に
事
ふ
る
の
殺
な
ら
ゴ
る
な
く
、
又
一
っ
さ
し
て
大
家
族
制
の
下
に
於
け
る
子
弟
が
親
長
に
謝
す
る
精
神
を
本
ご
せ
ざ
る
は
な
し
、
故
に
孔
子
の
政
治
哲
撃
た
る
修
身
努
家
治
図
卒
天
下
ご
一
式
ひ
一
以
貫
之
さ
一
式
ふ
も
之
れ
畢
電
身
を
修
む
る
ケ
以
て
本
さ
谷
川
す
さ
設
け
る
に
非
ら
予
や
、
而
し
て
孔
子
の
所
謂
身
を
修
む
る
さ
は
人
を
し
て
自
己
の
個
性
を
完
成
せ
し
む
る
の
謂
に
非
ら
子
し
て
却
つ
で
自
己
の
個
性
を
犠
牲
に
せ
し
む
る
を
一
一
一
一
口
ひ
、
個
性
を
犠
牲
に
す
る
の
第
一
歩
は
孝
を
査
す
に
あ
り
、
何
さ
な
れ
ば
君
臣
関
係
の
忠
は
之
れ
全
く
父
子
関
係
に
於
け
る
孝
の
披
大
世
に
し
て
、
君
主
専
制
の
制
度
は
父
権
中
心
の
大
家
族
制
度
の
後
達
健
に
過
ぎ
ぎ
れ
ば
な
り
さ
断
壱
b
J
O
夫
婦
関
係
に
至
b
て
は
更
に
女
子
を
皮
外
親
し
た
る
も
の
あ
b
、
乃
も
男
子
は
多
妻
蓄
妾
の
弊
風
あ
る
じ
も
拘
ら
子
女
子
に
は
貞
換
を
厳
守
す
る
を
強
要
し
O
男
子
は
微
細
の
事
故
を
名
さ
し
直
に
妻
女
を
放
逐
す
る
こ
ご
あ
る
に
も
拘
ら
子
女
子
に
は
一
夫
じ
従
っ
て
終
始
す
る
こ
さ
ぞ
訓
へ
。
叉
男
子
は
再
び
妥
る
事
を
す
ら
認
容
せ
る
に
も
拘
ら
子
女
子
に
は
巳
に
死
せ
る
英
の
夫
の
潟
め
に
も
貞
節
を
守
る
こ
之
さ
へ
要
求
せ
ら
れ
た
り
。
殊
に
親
子
関
係
の
浮
に
至
り
で
は
母
り
一
方
は
全
く
之
を
享
受
す
る
能
は
歩
、
何
さ
な
れ
ば
母
は
父
権
の
下
に
隷
属
し
、
家
じ
在
、
り
で
は
父
に
従
ひ
、
出
嫁
し
て
は
夫
に
従
ひ
、
犬
死
し
て
は
子
に
従
ふ
芭
訓
へ
、
此
等
三
従
を
稽
し
て
女
徳
之
言
ふ
に
非
ら
や
J
や
。
孔
子
訳
の
倫
理
道
徳
に
就
い
v
て
観
る
に
、
君
臣
関
係
に
あ
り
で
は
只
忠
の
一
宇
を
以
て
臣
下
を
し
て
全
く
臣
主
の
犠
牲
た
ら
し
め
、
父
子
関
係
に
あ
り
で
は
只
孝
の
一
宇
を
以
て
子
を
じ
て
全
く
父
の
犠
牲
た
ら
し
め
、
夫
婦
関
係
に
あ
り
で
は
瓶
、
従
、
点
、
節
、
等
の
名
鮮
を
以
て
妻
を
し
て
全
く
夫
の
犠
牲
た
ら
し
め
、
斯
く
し
て
女
子
守
会
く
男
子
の
犠
牲
た
ら
し
な
る
に
至
れ
り
、
是
に
由
っ
て
之
れ
ぞ
観
る
に
孔
子
一
以
の
倫
理
道
徳
は
子
弟
を
し
て
彼
等
自
己
そ
犠
牲
ざ
し
以
て
傘
長
に
窓
・
壱
し
め
、
又
は
治
者
に
奥
ふ
る
に
絶
調
的
権
力
を
以
て
し
、
被
治
者
を
責
む
る
に
極
め
て
片
面
的
な
る
義
務
的
道
徳
心
を
以
で
せ
り
。
而
し
て
孔
子
の
準
設
が
二
千
徐
年
の
問
能
く
支
那
人
の
心
を
支
配
せ
し
所
以
は
、
彼
れ
の
苧
説
の
本
身
に
絶
大
の
権
力
吉
永
久
不
遜
の
真
理
念
共
有
し
高
世
の
師
表
ご
仰
が
れ
し
じ
依
る
に
非
ら
子
、
寧
ろ
孔
子
の
倫
理
道
徳
一
か
二
千
徐
年
来
未
だ
舎
で
援
動
せ
ぎ
b
'
し
農
業
経
済
組
織
に
迫
感
せ
し
反
映
の
産
物
、
乃
ち
支
那
の
大
家
族
制
度
上
の
表
層
構
造
さ
な
り
て
経
済
上
に
経
務
上
よ
り
支
那
註
代
思
恕
鐙
勤
の
原
因
た
解
蒋
す
三
ニ
丸
商
業
さ
経
済
三
三
O
幾
分
の
基
礎
を
有
せ
し
に
起
因
せ
り
。
斯
〈
の
如
く
に
し
て
支
那
の
皐
術
、
及
び
思
想
は
悉
く
彼
の
沈
静
的
な
る
農
村
生
活
さ
相
照
映
し
、
静
止
的
状
態
の
中
に
停
滞
せ
る
一
一
般
の
死
寂
的
現
象
ケ
呈
す
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
此
の
現
象
は
濁
り
支
那
の
み
に
止
ま
ら
子
、
日
本
、
朝
鮮
、
安
南
等
の
如
き
各
悶
に
在
、
り
て
も
其
の
農
業
経
済
組
織
は
支
那
さ
大
槌
相
似
た
る
所
あ
れ
ば
、
従
っ
て
孔
子
倫
理
の
影
響
を
享
け
し
こ
ぎ
決
し
て
少
な
か
ら
や
。
左
れ
ざ
時
代
の
推
移
に
件
ひ
西
洋
の
動
的
文
明
進
入
す
る
に
及
び
、
主
(
の
商
工
業
の
経
済
的
勢
力
は
漸
次
東
洋
の
農
業
経
済
の
勢
カ
に
座
迫
を
加
へ
た
れ
ば
、
孔
子
涙
倫
理
の
基
礎
も
滋
に
根
本
よ
り
動
揺
し
始
め
た
り
。
何
さ
な
れ
ば
西
洋
文
明
は
商
工
業
経
済
の
上
に
築
き
廷
で
ら
れ
た
る
構
造
に
し
て
一
種
の
動
的
精
神
を
共
有
し
1
常
に
人
魚
を
以
て
自
然
を
祉
制
せ
ん
さ
し
、
日
々
一
進
歩
し
、
時
々
創
造
せ
り
、
殊
に
最
近
科
卒
の
進
歩
著
し
く
、
各
種
機
械
俊
明
の
結
果
は
工
業
の
革
命
を
促
進
し
、
又
交
通
機
関
ω後
遣
に
伶
ひ
産
業
の
規
模
盆
宏
大
さ
な
り
、
一
方
に
は
市
場
の
撰
張
を
謀
る
さ
共
に
他
方
に
は
康
く
原
料
診
蒐
集
せ
、
ざ
る
一
円
ら
ざ
る
に
至
り
、
経
済
上
の
要
求
は
一
覧
に
西
洋
人
を
し
て
沈
静
的
な
る
東
洋
の
門
戸
を
叩
か
し
め
た
b
o
西
暦
一
千
六
百
三
十
五
年
の
頃
に
於
て
和
蘭
の
商
人
初
め
て
日
本
に
渡
来
せ
し
よ
り
以
後
べ
y
y
、
ρ
リ
兄
、
官
1
ド
ェ
Y
ジ
シ
、
等
相
騒
い
で
来
り
商
工
業
の
使
命
を
以
て
東
洋
の
門
戸
を
拓
き
た
れ
ば
、
日
本
支
那
の
如
き
農
業
本
位
の
闘
は
直
に
之
等
の
路
迫
を
受
く
る
に
至
れ
ち
、
殊
に
日
本
は
図
土
狭
小
に
し
て
人
目
的
秒
多
な
れ
ば
絡
に
此
の
摩
迫
の
負
捨
じ
堪
ふ
る
能
は
子
、
先
づ
第
一
に
笈
勤
を
惹
起
し
明
治
維
新
の
改
革
を
促
成
し
て
西
洋
の
物
質
文
明
を
採
用
し
、
次
レ
で
産
業
上
の
大
革
命
ざ
な
り
、
今
や
正
に
業
の
中
途
仁
有
り
て
農
業
図
よ
り
一
勝
し
て
工
業
園
さ
縫
じ
漸
く
欧
米
の
先
進
図
ご
轡
を
並
ぶ
る
の
勢
ゐ
る
も
、
一
皮
欧
洲
文
明
の
思
想
が
経
済
的
勢
力
の
束
漸
さ
共
に
進
入
し
水
ゆ
る
に
及
び
思
想
界
に
も
亦
重
大
な
る
鎚
勤
を
惹
起
し
、
近
時
デ
モ
グ
ラ
ジ
ー
の
珪
は
日
本
全
国
を
震
蕩
し
、
従
前
支
那
よ
b
停
捺
し
た
る
孔
子
倫
理
す
ら
も
今
や
漸
く
其
の
殺
を
失
は
ん
さ
せ
h
J
O
事J
支
那
は
地
大
に
し
て
物
博
く
従
っ
て
農
業
経
済
の
基
礎
も
摂
々
深
け
れ
ば
、
均
し
く
西
洋
諸
国
の
工
業
経
済
の
座
迫
を
受
く
る
ご
雄
も
、
経
済
上
の
援
勤
は
却
っ
て
壌
か
に
表
面
に
現
は
れ
5
る
に
似
た
り
、
左
れ
ざ
支
那
人
も
不
知
不
識
の
聞
に
商
工
業
の
経
済
的
勢
力
が
生
活
上
に
及
ぼ
す
座
迫
の
甚
し
き
を
了
得
す
る
に
及
び
漸
く
之
れ
を
仇
規
排
斥
し
一
覧
に
器
物
す
ら
も
排
尽
せ
し
こ
さ
あ
b
o
束
西
交
通
の
初
期
に
在
り
で
は
支
那
人
は
躍
に
彼
等
さ
の
逸
商
を
拒
絶
せ
し
の
み
な
ら
宇
、
彼
等
の
成
し
た
る
科
率
的
俊
明
は
皆
之
れ
を
奇
技
淫
巧
ご
な
し
、
甚
し
き
に
至
b
て
は
銭
道
の
軌
僚
を
も
海
中
に
投
棄
せ
し
こ
ご
ゐ
b
o
彼
の
義
和
閣
の
持
波
乱
の
如
き
は
、
元
さ
外
数
排
斥
の
心
理
じ
よ
り
後
生
せ
し
も
の
な
れ
古
も
、
西
洋
人
の
器
物
を
一
切
焼
段
せ
し
の
類
は
勿
論
幾
分
か
経
済
上
の
意
味
も
合
ま
れ
、
工
業
経
済
の
座
迫
に
謝
す
る
反
動
ご
も
見
る
べ
く
、
強
ち
に
政
治
上
、
宗
数
上
、
人
種
上
、
賂
又
文
化
上
の
衝
突
の
み
に
基
き
し
に
非
ら
ぎ
る
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
買
に
し
て
、
欧
洲
各
国
の
資
本
制
度
目
一
日
さ
旺
盛
さ
な
る
じ
随
ひ
、
支
那
の
亭
く
る
彼
等
よ
h
の
経
済
的
座
迫
も
日
一
日
さ
.
顕
著
じ
な
り
た
れ
ば
、
政
治
的
勢
力
を
刺
用
し
幾
度
か
之
を
拒
絶
し
之
に
掠
抗
せ
ん
ご
試
み
た
れ
吉
も
、
主
(
の
結
果
は
不
幸
に
し
て
悉
く
敗
辱
に
終
り
、
今
や
全
国
沿
海
の
重
要
通
商
港
は
大
概
租
借
さ
れ
割
譲
さ
れ
関
税
、
銭
道
等
の
利
権
も
亦
外
郊
の
掌
握
に
隠
せ
ん
さ
せ
り
。
経
済
上
よ
り
支
那
泣
代
思
想
ね
出
動
の
原
因
た
解
探
す
一一ー一
商
ベ
業
さ
経
済
一一一ー一
，句
，
是
の
時
に
品
何
回
b
隣
邦
の
日
本
は
腕
然
ざ
し
て
典
り
資
本
制
度
は
異
常
の
後
達
eT
途
げ
、
車
に
西
洋
の
経
済
的
勢
カ
の
侵
入
を
詐
さ
い
る
の
み
な
ら
争
、
却
っ
て
自
国
の
経
済
的
勢
力
ヤ
図
外
に
援
張
せ
ん
ご
す
る
勢
あ
れ
ぎ
も
、
日
本
は
新
興
の
工
業
閣
を
以
て
駿
か
に
起
り
し
も
の
な
れ
ば
西
洋
諸
国
営
敵
手
ざ
し
角
逐
す
る
は
終
に
不
可
能
に
属
す
、
然
る
に
我
が
支
那
は
日
本
さ
近
接
し
産
物
の
豊
銭
な
る
も
の
あ
れ
ば
彼
の
経
済
的
勢
力
が
支
那
に
殺
到
し
-
採
れ
る
は
白
然
の
道
理
な
h
o
支
那
は
既
に
西
洋
各
国
さ
隣
邦
日
本
さ
の
こ
霊
感
迫
合
享
け
、
立
(
の
結
呆
ご
し
て
経
済
上
に
幾
多
の
新
現
象
を
後
生
せ
り
。
乃
も
支
那
の
人
口
は
極
め
て
彩
多
な
る
も
自
由
に
移
動
す
る
能
は
や
、
圏
外
の
在
留
支
那
人
は
到
る
庭
に
排
斥
虐
待
を
受
け
、
圏
内
の
居
民
は
其
の
生
活
本
援
在
外
図
人
の
潟
め
に
劫
さ
れ
、
関
税
様
は
俊
約
の
束
縛
す
る
所
ご
な
り
却
っ
て
一
一
極
の
反
保
護
制
を
構
成
し
総
入
の
貨
物
は
総
出
の
原
料
に
比
し
て
一
課
税
は
極
め
で
軽
減
さ
れ
、
建
金
局
の
乱
設
は
歩
歩
皆
損
税
を
免
れ
ぎ
れ
ば
内
地
の
貨
物
は
去
も
自
由
に
移
動
す
る
能
は
子
、
園
内
産
出
の
原
料
品
は
極
め
て
低
級
の
課
税
を
以
て
聡
出
さ
れ
外
閣
の
精
製
品
は
極
め
て
低
級
の
課
税
を
以
で
輸
入
さ
る
、
を
見
る
。
凡
そ
支
那
の
工
業
は
多
く
は
手
工
工
業
及
び
家
庭
工
業
な
れ
ば
外
閣
の
機
械
工
業
、
工
廠
(
工
業
)
工
業
さ
競
争
す
る
能
は
宇
、
支
那
の
農
業
経
済
は
外
国
の
機
械
工
業
経
済
の
座
迫
を
阻
h
u
二
ご
能
は
子
、
支
那
の
家
庭
産
業
は
外
国
の
工
廠
(
工
場
)
産
業
の
座
迫
を
阻
む
こ
さ
能
は
令
、
支
那
の
手
工
産
業
は
回
よ
り
外
岡
ω機
械
産
業
の
座
迫
を
阻
止
す
る
こ
ご
能
は
ぎ
る
べ
し
。
斯
く
の
如
く
閥
内
の
産
業
に
し
て
悉
く
外
闘
の
産
業
の
治
め
に
座
倒
せ
ら
れ
ん
か
、
輸
入
は
輪
出
に
超
過
し
支
那
全
土
の
図
民
は
擁
て
世
界
的
無
産
階
級
に
愛
じ
、
一
切
の
生
活
は
都
ぺ
て
困
迫
不
安
に
陥
り
意
外
の
醜
放
を
暴
露
す
る
に
至
る
ぺ
し
c
蓋
し
一
図
の
資
本
制
度
の
下
に
在
b
て
底
追
せ
ら
れ
、
赴
合
的
無
産
階
級
を
生
十
る
も
猶
ほ
資
本
家
の
生
産
機
闘
を
用
ひ
る
の
機
舎
お
り
と
錐
も
、
世
界
的
資
本
制
度
の
下
に
在
b
て
一
度
世
田
介
的
無
産
階
絞
を
生
体
」
な
ば
、
終
に
資
本
閣
の
生
産
機
関
ケ
用
ひ
る
の
機
舎
な
か
る
べ
し
、
左
れ
ば
園
内
に
在
L
リ
て
兵
三
銭
り
匪
さ
縫
じ
、
図
外
に
逃
れ
て
は
窮
苦
の
支
那
枇
労
働
者
さ
ゑ
b
展
轄
遜
徒
し
、
極
め
て
安
債
な
る
筋
肉
般
労
働
す
ら
も
他
の
労
働
階
級
の
疾
規
を
受
く
る
を
見
る
、
彼
の
欧
洲
戦
飢
蛍
時
一
時
偽
関
西
及
び
露
西
亜
等
に
赴
き
た
る
数
多
の
支
那
労
働
者
が
戦
争
終
熔
さ
共
に
一
雇
役
せ
ら
れ
ざ
る
た
め
、
皆
再
び
業
の
郷
土
に
蹄
り
し
が
如
き
は
是
乃
ち
世
界
的
資
本
階
級
が
世
界
的
無
産
階
級
を
魅
迫
せ
し
質
例
に
し
て
、
叉
世
界
的
無
産
階
放
が
労
働
工
作
を
党
め
て
絡
に
得
る
能
は
5
bし
詮
左
な
り
。
欧
米
各
国
の
経
済
的
滋
勤
は
都
ぺ
て
内
部
よ
り
自
然
に
展
進
せ
し
も
の
な
れ
ざ
も
、
支
那
の
経
済
的
鐙
勤
は
全
く
外
部
よ
り
の
座
迫
の
結
果
な
れ
ば
支
那
人
の
家
り
し
所
の
苦
痛
も
極
め
て
多
く
犠
牲
も
更
に
大
な
る
も
の
あ
り
。
而
し
て
支
那
の
農
業
経
済
が
既
に
重
大
な
る
懸
迫
を
受
く
る
に
及
び
蕊
に
一
大
動
揺
を
来
し
第
一
に
崩
壊
粉
砕
し
た
る
は
其
の
大
家
族
制
則
ち
是
れ
な
ち
。
蓋
し
支
那
一
切
の
風
俗
、
膿
敬
、
政
治
、
治
体
、
倫
理
等
は
皆
こ
の
大
家
族
制
を
基
礎
ご
な
し
孔
子
主
義
を
以
て
某
の
会
結
晶
耀
ど
な
せ
り
、
然
る
に
一
度
大
家
族
制
が
崩
壊
粉
砕
の
運
命
に
陥
る
や
、
孔
子
主
義
も
亦
之
に
伶
ひ
崩
壊
粉
砕
せ
ゴ
る
べ
か
ら
ぎ
る
運
命
ご
な
る
に
至
れ
b
、
試
に
看
よ
、
支
那
今
日
の
種
々
な
る
思
潮
運
動
ご
一
玄
ひ
、
解
放
運
動
さ
稀
ふ
る
も
、
何
れ
ど
し
て
大
家
族
主
義
に
謝
す
る
運
動
な
ら
5
る
な
く
、
又
何
れ
ざ
し
て
孔
子
主
義
に
劃
す
る
の
運
動
な
ら
ゴ
る
は
な
し
o
一
此
曾
上
の
程
々
な
る
運
動
此
の
運
動
は
支
那
従
来
の
大
家
族
制
に
お
す
る
運
動
に
し
て
父
様
戸
家
長
)
専
経
済
上
よ
り
支
那
近
代
思
極
的
位
勤
の
原
因
岳
協
轄
す
一ー一一
一
三
三
四
商
業
さ
経
済
制
、
夫
権
(
家
長
)
専
制
、
男
子
専
制
等
に
謝
す
る
運
動
な
り
、
換
A
一
一
目
す
れ
ば
孔
子
の
浮
父
主
義
、
照
夫
主
義
、
防
局
女
主
義
等
に
劃
す
る
運
動
な
り
、
彼
の
家
庭
問
題
中
の
親
子
関
係
問
題
、
服
喪
期
短
縮
問
題
等
の
如
き
、
又
一
泣
合
問
題
中
の
私
生
児
問
題
、
児
童
一
公
育
問
題
等
の
如
き
、
又
婦
女
問
題
中
の
点
操
問
題
、
節
婦
烈
女
問
題
、
女
子
教
育
問
題
、
女
子
職
業
問
題
、
女
子
会
政
問
題
、
治
律
上
男
女
同
様
問
題
(
治
産
継
承
様
問
題
、
婚
姻
問
題
(
自
由
結
婚
、
離
婚
、
再
婚
、
一
夫
一
妻
制
、
自
由
愛
変
、
婚
姻
底
止
)
等
の
如
き
此
等
の
諸
問
題
は
支
那
従
前
の
大
家
族
制
度
下
に
在
b
て
は
断
じ
て
後
現
ケ
許
さ
ざ
り
し
も
の
な
り
し
が
現
今
に
て
は
蛍
然
後
現
せ
ざ
る
可
か
ら
ゴ
る
問
題
ざ
な
り
た
り
。
原
京
市
支
那
の
赴
舎
は
大
家
族
の
一
大
集
凶
に
し
て
個
人
の
個
性
、
権
利
、
自
由
等
は
皆
家
族
の
中
に
束
縛
禁
銅
さ
れ
宅
も
表
現
の
機
舎
を
許
さ
ざ
れ
ば
従
前
の
支
那
に
は
園
家
無
く
又
個
人
無
く
単
に
家
践
的
赴
合
有
り
さ
一
一
一
一
口
ふ
も
決
し
て
不
可
な
し
。
然
る
に
今
や
大
家
族
制
の
本
身
に
襲
来
し
た
る
経
済
的
座
泡
に
よ
り
其
の
大
家
族
制
も
諸
に
維
持
す
る
能
は
ぎ
る
に
至
り
、
殊
に
新
経
済
的
勢
力
に
附
随
し
て
輸
入
さ
れ
た
る
自
由
主
義
、
個
性
主
義
も
亦
家
庭
の
領
域
に
突
入
し
援
に
大
家
族
制
は
念
崩
壊
破
滅
の
逃
避
す
ぺ
か
ら
ぎ
る
命
数
ざ
な
り
、
車
に
子
弟
が
其
の
親
長
に
解
放
を
要
求
す
る
の
み
な
ら
十
親
長
も
亦
漸
く
子
弟
を
解
放
し
、
又
婦
女
子
が
男
子
に
解
放
を
要
求
す
る
の
み
な
ら
守
男
子
も
亦
漸
く
婦
女
子
を
解
放
す
る
じ
至
れ
り
コ
何
さ
な
れ
ば
経
済
上
の
悶
難
な
る
結
果
ざ
し
て
家
.EK
は
自
己
の
負
擦
を
、
よ
り
多
く
軽
減
す
る
匁
め
に
寧
ろ
子
弟
の
自
由
活
動
自
立
生
活
を
融
制
す
の
勝
れ
る
を
知
れ
ば
な
り
。
従
前
の
農
業
経
済
時
代
に
在
り
で
は
成
る
可
く
多
数
の
子
弟
を
大
家
族
中
に
包
容
す
る
こ
さ
は
経
済
上
の
利
盆
甚
だ
多
か
り
し
も
、
現
今
に
て
は
唯
に
利
盆
な
き
の
み
な
ら
や
J
却
っ
て
累
を
紫
く
す
る
も
の
さ
見
倣
せ
b
、
叉
近
時
商
工
業
の
進
歩
に
よ
b
婦
女
子
に
泊
す
る
幾
多
の
作
業
幼
興
し
た
る
は
婦
女
子
の
解
放
運
動
を
助
く
る
一
原
因
ど
な
れ
b
。
欧
洲
中
世
紀
に
在
り
て
も
曾
て
大
家
族
制
な
b
し
こ
さ
あ
b
、
然
る
じ
後
世
岡
家
主
義
さ
基
督
殺
さ
の
二
勢
力
が
漸
次
興
隆
す
る
に
及
び
痛
切
な
る
打
撃
な
家
、
り
、
之
れ
に
加
ふ
る
に
経
済
的
情
況
に
も
亦
愛
勤
起
り
商
工
業
の
勃
典
、
分
業
制
の
後
達
、
交
通
機
関
の
整
備
等
は
大
家
族
制
の
一
九
解
崩
壊
を
侭
し
、
次
い
で
小
家
族
制
は
起
り
た
b
、
而
し
て
新
し
く
起
b
た
る
小
家
族
制
の
中
に
は
一
夫
一
妻
及
び
未
成
年
の
子
女
の
み
を
包
合
す
る
こ
ご
ざ
な
り
た
れ
乞
も
現
今
の
如
き
産
業
の
進
歩
に
件
ひ
て
婦
女
の
労
働
、
児
童
一
公
育
等
積
極
の
関
係
は
相
腫
い
で
起
り
是
等
の
小
家
族
制
も
亦
賂
来
崩
壊
す
る
気
廷
を
生
子
る
や
決
し
て
遠
か
ら
ぎ
る
べ
し
叫
近
時
唱
導
さ
る
る
支
那
の
労
働
運
動
も
亦
孔
子
主
義
に
お
す
る
運
動
な
り
、
何
乏
な
れ
ば
孔
子
振
の
的
晶
子
設
は
枇
労
働
者
を
被
治
者
の
地
位
に
置
き
治
者
階
級
の
犠
牲
た
ら
し
む
る
に
有
れ
ば
な
b
、
彼
の
君
子
無
く
ん
ば
野
人
を
治
む
る
な
く
、
野
人
無
く
ん
ば
君
子
を
養
ふ
無
か
ら
ん
。
又
心
を
M
労
す
る
者
は
人
な
治
め
、
カ
eT
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
る
。
ご
言
へ
る
は
是
れ
全
く
孔
子
振
の
準
設
が
労
働
者
を
賎
現
す
る
心
理
の
表
現
な
り
、
而
し
て
現
代
の
経
済
組
織
が
労
働
階
級
の
白
昼
を
促
し
赴
舎
の
新
要
求
に
合
致
す
べ
き
労
働
一
刑
事
の
新
倫
理
を
後
生
し
た
る
は
之
れ
又
新
経
済
組
織
の
上
に
後
生
す
ぺ
き
必
然
の
構
造
な
b
o
今
以
上
の
論
結
を
綜
合
す
れ
ば
第
一
我
等
は
孔
子
主
義
所
謂
支
那
人
の
納
常
、
名
教
が
決
し
て
永
久
不
援
の
真
理
に
非
ら
宇
。
又
孔
子
其
の
他
の
古
人
は
只
一
代
の
哲
人
に
過
ぎ
や
決
し
て
お
世
の
師
表
に
非
ら
十
。
孔
子
の
率
設
が
能
く
支
那
二
千
除
年
の
間
行
は
れ
し
所
以
は
買
に
支
那
の
農
業
経
済
組
織
に
甚
し
き
滋
勤
起
ら
宇
孔
子
の
亭
設
が
偶
々
這
般
の
経
経
済
上
よ
り
支
那
近
代
思
組
控
勤
の
原
因
L
M将
す
三
三
五
商
業
さ
経
済
ー.L.
ノ、
統
制
朕
況
に
適
応
せ
し
に
よ
る
も
の
な
り
。
左
れ
ざ
今
や
支
那
の
経
済
組
織
に
幾
多
の
縫
勤
を
生
じ
孔
子
の
準
設
は
根
本
よ
り
動
揺
し
始
め
た
る
は
之
れ
皐
一
克
支
那
現
代
の
生
活
さ
現
代
の
祉
合
ご
に
越
路
す
る
能
は
ぎ
れ
ば
な
り
。
縦
令
少
数
の
孔
子
崇
拝
の
徒
が
日
日
曲
阜
に
巡
漣
し
決
定
の
衣
冠
(
哀
世
凱
の
制
定
せ
し
衣
冠
)
を
裁
き
祭
実
を
行
ひ
、
或
は
到
る
彪
に
孔
子
の
数
堂
を
建
立
し
、
子
日
く
一
臓
一
昔
を
侍
逃
す
る
さ
雌
も
斯
の
如
き
経
済
的
援
動
の
大
勢
力
に
扮
抗
し
て
高
世
の
師
表
、
至
墓
先
師
の
威
霊
を
維
持
す
る
・
』
ご
能
は
ぎ
る
事
を
暁
れ
b
。
第
二
吾
等
は
支
那
の
納
常
、
名
数
、
倫
理
、
道
徳
等
は
皆
之
れ
大
家
族
制
の
上
に
建
て
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
支
那
思
想
界
の
後
勤
は
総
て
家
族
制
度
崩
壊
の
徴
候
な
る
こ
ど
佐
暁
れ
b
o
第
三
吾
等
は
支
那
が
今
日
の
世
界
経
済
上
じ
於
て
賢
に
賂
に
世
界
的
無
産
階
級
さ
な
ら
ん
注
す
る
位
置
に
立
て
る
を
以
て
、
五
日
等
は
如
何
に
し
て
世
界
の
生
産
手
段
及
生
産
機
関
さ
支
那
の
般
労
働
者
さ
の
関
係
を
後
生
せ
し
む
ぺ
き
か
な
研
究
せ
ざ
る
可
ら
ぎ
る
-
』
さ
を
暁
れ
り
。
第
四
五
口
等
は
正
に
彼
の
新
思
想
を
鈎
制
せ
ん
ざ
す
る
徒
に
告
げ
ん
ざ
す
、
淡
等
が
若
し
現
代
の
世
界
的
経
済
関
係
を
完
全
に
打
破
し
て
再
び
古
代
の
閉
関
白
守
の
生
活
に
復
蹄
し
、
又
欧
洲
の
物
質
文
明
、
動
物
文
明
を
完
全
に
掃
除
し
再
び
古
代
の
静
止
的
生
活
に
復
蹄
し
飴
は
ば
固
よ
り
新
思
想
も
後
現
す
る
事
な
か
る
ぺ
し
、
若
し
放
等
に
し
て
是
-
等
の
新
経
済
的
勢
力
を
如
何
さ
も
す
る
能
は
十
ん
ば
唯
唯
ざ
し
て
新
思
想
の
自
由
流
行
を
認
容
せ
ざ
る
・
可
ら
宇
、
何
ご
な
れ
ば
新
思
想
は
之
れ
全
く
経
済
的
新
戒
態
、
赴
合
的
新
要
求
に
応
じ
て
後
生
し
た
る
必
然
的
の
も
の
に
し
て
決
し
て
彼
等
少
数
の
青
年
輩
が
何
等
の
根
撲
も
な
く
役
b
に
這
出
し
た
る
も
の
に
非
も
ぎ
れ
ば
な
り
。
(
完
)
